
資
　
　
　
料

• • • •

• • • •

•
•

•
•

•
•

•
•

•

•
•

•
•

•
•

•
•
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阿久比の昔話を たずねて

Ａ 　 鈴花コ ース（ ─────）

　 古代のロ マンと 現代の広がり を求めて

①　 観　 音　 山　 　 　 第23話

②　 安　 楽　 寺　 　 　 第25話

③　 興　 昌　 寺　 　 　 第24、 33話

④　 県　 神　 社　 　 　 第24話

⑤　 二　 子　 塚　 　 　 第 1 話

⑥　 蟹　 田　 川　 　 　 第 3 話

⑦　 柳 審 城 跡　 　 　 第20話

⑧　 光　 西　 寺　 　 　 第21話

⑨　 熱　 田　 社　 　 　 第 1 話

⑩　 宮 津 地 区　 　 　 第18話

⑪　 萩　 地　 区　 　 　 第29話

⑫　 清　 光　 寺　 　 　 第37話

Ｂ 　 柊の丘コ ース（ ─　 ─　 ─　 ─　 ─　 ─　 ─　 ─　 ─　 ─　 ─　 ─　 ─）

　 中世の祈り と ロ マンをたずねて

①　 阿久比神社　 　 　 第 1 話

②　 丸 山 公 園　 　 　 第30話

③　 雲　 谷　 寺　 　 　 第11、 12、 28話

④　 平　 泉　 寺　 　 　 第 5 、 39、 42話

⑤　 唐松の井戸　 　 　 第 4 話

⑥　 済　 乗　 院　 　 　 第 7 話

⑦　 箭 比 神 社　 　 　 第27話

⑧　 観　 音　 寺　 　 　 第28話

⑨　 薬　 師　 堂　 　 　 第36話

⑩　 五　 郷　 社　 　 　 第43話

⑪　 矢　 勝　 川　 　 　 第32話

Ｃ 　 花かつみコ ース（ ── ─ ──）

　 戦国のロ マンと エレ ジーを求めて

①　 北原天神社　 　 　 第 3 、 19、 35話

②　 宝　 安　 寺　 　 　 第35話

③　 八　 幡　 社　 　 　 第16話

④　 正　 盛　 院　 　 　 第14話

⑤　 竹 之 越 城　 　 　 第13話

⑥　 竹　 林　 城　 　 　 第13話

⑦　 伍大院の墓　 　 　 第 9 話

⑧　 行　 者　 像　 　 　 第31話

⑨　 弘　 誓　 院　 　 　 第 6 話

⑩　 津 島 神 社　 　 　 第26話

⑪　 最　 勝　 寺　 　 　 第 8 話

⑫　 姥　 ケ　 谷　 　 　 第22話

⑬　 城 山 公 園　 　 　 第15、 17、 23話

⑭　 洞　 雲　 院　 　 　 第 3 、 19話

⑮　 お 塚 さ ん　 　 　 第 1 話
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戦国─桃山 室 町 鎌倉 平 安 時 代 奈 良 有史以前 時代

一
五
四
三

一
五
六
〇

一
五
六
七

一
五
七
七

一
五
八
〇

一
四
五
〇

一
五
〇
六

一
三
三
〇

　
八
四
七

　
九
〇
三

一
一
三
二

一
一
六
〇

一
一
八
二

　
六
五
八

　
七
八
八

？
西

　
暦

天
文
12

永
禄
3

　
　
10

天
正
5

　
　
8

宝
徳
2

永
正
3

元
徳
2

承
和
14

延
喜
3

長
承
1

平
治
2

寿
永
1

斉
明
4

延
暦
7

？
年 

号

宮
津
柳
審
城
、
落
城
す

織
田
信
長
、
今
川
義
元
を
桶
狭
間
に
破
る

松
永
久
秀
、
東
大
寺
を
焼
く

坂
部
阿
古
居
城
、
落
城
す

石
山
本
願
寺
光
佐
、
織
田
信
長
と
和
す

一
色
千
徳
、
草
木
竹
林
城
を
築
く

画
僧
雪
舟
等
楊
、
山
口
に

す

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡

慈
覚
大
師
円
仁
、
唐
か
ら
帰
国

菅
原
道
真
、
九
州
太
宰
府
で

す

融
通
念
仏
宗
開
祖
良
忍
、
大
原
で

す

源
義
朝
、
知
多
郡
野
間
で
殺
さ
れ
る

平
家
の
軍
、
木
曽
義
仲
と
戦
う

坂
（
合
）部
連
薬
、
尾
張
へ
配
流

伝
教
大
師
最
澄
、
比
叡
山
寺
を
開
く

（
伝
）
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
東
征

（
伝
）
阿
久
比
神
社
創
建

で
　
　
　
　
き

　
　
　
　
ご

　
　
　
　
と

15
・
17

14
・
16
・
17

1910
・
22
・
23

21 1311 9 4
・
5

31087
・
41

26 1 関
連
昔
話
番
号

阿

久

比

の

昔

話

年

表
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昭　  和 明 治 ・  大 正 江　  戸　  時　  代

一
九
三
一

一
九
四
五

一
九
五
三

一
九
五
九

一
八
七
八

一
八
八
九

一
八
九
〇

一
九
〇
〇

一
九
〇
六

一
九
一
二

一
九
一
二
～
二
六

一
六
九
四

一
七
六
八

一
八
二
四

一
八
三
七

一
八
四
二

一
八
五
四

一
八
六
七

一
六
〇
三

　 

～

一
八
六
七

一
五
八
二

昭
和
6

　
　
20

　
　
28

　
　
34

明
治
11

　
　
22

　
　
23

　
　
33

　
　
39

　
　
45

大
正

元
禄
7

明
和
5

文
政
7

天
保
8

　
　
13

安
政
1

慶
応
3

慶
長
8

　

～
慶
応
3

天
正
10

名
鉄
太
田
川
─
成
岩
間
開
通

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
太
平
洋
戦
争
終
わ
る

1
月
1
日
、
当
町
、
町
制
を
施
行

伊
勢
湾
台
風
来
襲
、
被
害
甚
大

12
月
28
日
、
十
六
か
村
を
合
併
し
て
阿
久
比
村
と
す

10
月
1
日
、
阿
久
比
村
・
東
阿
久
比
村
・
上
阿
久
比
村
の
三
か
村
と
な
る

知
多
・
三
河
陸
海
軍
大
演
習

阿
久
比
川
樋
門
完
工
す

5
月
1
日
、
三
か
村
合
併
し
て
阿
久
比
村
に
復
す

豊
田
佐
吉
、
福
住
に
来
往
す

（
年
号
不
確
定
）

（
伝
）
矢
高
箭
比
（
権
現
）神
社
再
建

各
地
に
大
旱
ば
つ

知
多
新
四
国
八
十
八
ケ
所
開
創

俳
人
草
木
庵
大
巣
歿
す

徳
住
上
人
歿
す
。
岡
崎
九
品
院
に
葬
る

阿
久
比
川
大
決
潰

え
え
じ
ゃ
な
い
か
大
流
行

（
江
戸
時
代
で
、
年
号
不
確
定
）

織
田
信
長
、
本
能
寺
に
死
す

404243 37323839
・
41

27243334283236 9
・
12
・
25
・
26

27
・
29
・
31
・
35

18
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阿
久
比
の
歴
史
参
考
文
献

　 

─
郷
土
史
に
関
心
の
あ
る
方
の
た
め
に

─

　
当
町
の
歴
史
を
ご
自
身
の
手
で
調
べ
ら
れ
た
い
方
の
た
め
に
、
本
書
が
参
考
に
し
た
郷
土
文
献
資

料
の
一
部
を
次
に
掲
げ
て
お
き
ま
す
。（
他
郡
市
町
村
誌
、当
町
内
社
寺
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
除
く
）

◦
尾

張

徇

行

記

樋
口
好
古
著

　
文
政
5

◦
尾
張
名
所
図
会

岡
田
・
野
口
著

　
春
江
画

◦
尾

張

地

名

考

津
田
正
生
著

　
大
正
5

◦
張

州

府

志

松
平
君
山
著

　
宝
暦
2

◦
尾

陽

雑

記

勝
野
親
郷
右
衛
門
著
？

◦
張

州

雑

志

内
藤
東
甫
著

　
寛
政
1

◦
尾

　
　
張

　
　
志

深
田
正
諳
著

　
天
保
14

◦
尾
張
国
知
多
郡
誌

田
中
重
策
編

　
明
治
26

◦
知

多

郡

史

知
多
郡
役
所
編

　
大
正
12

◦
日
本
国
誌
資
料
叢
書
・
尾
張

太
田
亮

　
大
正
15

◦
愛

知

県

史

愛
知
県
編

　
昭
和
10

◦
阿

久

比

町

誌

町
教
委
編

　
昭
和
36

◦
町
郷
土
史
編
纂
資
料
集

町
教
委
編

　
昭
和
28

◦
英

比

私

史

新
美
浜
市
著

　
明
治
35

◦
阿
久
比
誌
資
料

新
美
浜
市
著

　
明
治
35

◦
郷
土
誌
・
植
物
語

花
井
保
彦
著

　
昭
和
55

◦
徳
本
流
名
号
石
考

梶
田

　
稔
著

　
昭
和
53

◦
阿
久
比
町
の
文
化
案
内

山
本
栄
一
著

　
昭
和
48

◦
阿
久
比
谷
虫
供
養
史

竹
内
禅
英
著

　
昭
和
48

◦
阿
久
比
町
文
化
財
調
査
報
告
、
町
教
委
編

　
　
第
一
集

　
阿
久
比
の
連
歌

昭
和
50

　
　
第
二
集

　
阿
久
比
の
石
造
物

昭
和
53

　
　
第
三
集

　
阿
久
比
の
建
造
物
と
彫
刻

昭
和
55

　
　
第
四
集

　
阿
久
比
の
民
具

昭
和
57

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•
•

•

• • • •

• • • •
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阿
久
比
の
昔
話
協
力
者
一
覧

　
本
書
の
た
め
に
原
話
の
提
供
や
協
力
を
た
ま
わ
り

ま
し
た
各
位
の
芳
名
を
掲
載
し
て
、
謝
意
を
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
英

　
比

　
あ

　
や

　
　
　
　
花

　
井

　
保

　
彦

　
大

　
塚

　
洞

　
林

　
　
　
　
阪

　
埜

　
彰

　
雄

　
沢

　
田

　
九

　
郎

　
　
　
　
舟

　
橋

　
良

　
平

　
新

　
海

　
　
　
鐵

　
　
　
　
山

　
田

　
洞

　
禅

　
竹

　
内

　
次

　
郎

　
　
　
　
山

　
本

　
浅

　
一

　
竹

　
内

　
静

　
逸

　
　
　
　
山

　
本

　
栄

　
一

　
竹

　
内

　
禅

　
英

　
　
　
　
山

　
本

　
茂

　
吉

　
竹

　
内

　
亮

　
蔵

　
　
　
　
新

　
美

　
利

　
之

　
田

　
村

　
　
　
勉

　
　
　
　
田

　
中

　
祥

　
喬

　
出

　
口

　
寛

　
一

　
　
　
　
田

　
中

　
　
　
宏

　
中

　
村

　
秀

　
界

　
　
　
　
田

　
中

　
康

　
夫

　
新

　
美

　
弥
之
助

　
　
　
　
吉

　
水

　
孝

　
昌

　
新

　
美

　
美
代
子

　
　
　
　
中

　
山

　
正

　
司

　
新

　
美

　
喜
実
子

　
　
　
　
岡

　
本

　
良

　
雄

◇
作

成

担

当

◇

　
　
本

　
文

　
　
　
　
　
加

　
古

　
　
　
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近

　
藤

　
英

　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深

　
谷

　
　
　
巌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近

　
藤

　
英

　
正

　
　
さ
し
え

　
　
　
　
　
鈴

　
木

　
　
　
旭

　
　
装

　
丁

　
　
　
　
　
竹

　
内

　
寛

　
司

　
　
写

　
真

　
　
　
　
　
鈴

　
村

　
啓

　
元

　
　
編
集
・
校
訂

　
　
　
　
企
画
課

　
　
　
梛

　
野

　
三

　
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近

　
藤

　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
田

　
香

　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴

　
村

　
欣

　
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹

　
内

　
和

　
子



あ
　
と

　
が

　
き

　
当
町
は
、
知
多
地
方
の
他
地
区
に
先
が
け
て
開
発
さ
れ
、
長
い
歴
史
と
輝
か
し
い
伝
統
を
持
っ
て
お
り
、
歴

史
遺
跡
・
資
料
や
伝
説
が
豊
富
に
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
、
逸
失
や
忘
却
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

最
近
は
開
発
に
よ
り
新
し
い
町
民
が
増
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝

え
、
先
住
者
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
で
こ
の
地
に
溶
け
こ
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
昔
話
を
広
報
へ
連
載
す
る
よ

う
山
内
町
長
さ
ん
の
お
す
す
め
が
あ
り
、
昭
和
55
年
1
月
か
ら
57
年
3
月
ま
で
五
十
回
に
わ
た
っ
て
拙
文
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
各
位
の
絶
大
な
ご
愛
読
と
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
町
制
施
行
三
十
年
記
念
と
し
て
刊
行
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
執
筆
者
一
同
、
ま
こ
と
に
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
刊
行
を
機
会
に
、
今
ま
で
の
も
の
を
加
筆
修
正
し
、
新
た
に
数
話
を
加
え
て
、
四
十
三
話
に
構

成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、「
阿
久
比
の
昔
話
」
と
表
題
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
伝
説
を
中
心
に
組
み
立
て
て

あ
り
ま
す
の
で
、
史
実
と
は
多
少
の
く
い
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
を
ご
留
意
い
た
だ
い
て
、
こ
の
書
か
ら
、

祖
先
の
い
ぶ
き
と
土
の
香
を
か
い
で
い
た
だ
け
ば
幸
甚
で
す
。

　
な
お
、
紙
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
地
区
に
片
寄
り
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
の
機
会
に
採
り
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
容
赦
の
上
、
今
後
と
も
資
料
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
資
料
提
供
・
協
力
の
皆
さ
ん
、
本
書
さ
し
え
の
鈴
木
先
生
、
広
報
さ
し
え
の
近
藤
係
長
、
終
始
ご

指
導
を
い
た
だ
い
た
山
本
栄
一
氏
、
校
閲
の
山
内
町
長
・
新
美
助
役
・
田
中
収
入
役
・
田
中
教
育
長
・
田
中
総

務
課
長
、
な
ら
び
に
本
書
刊
行
で
特
に
ご
苦
労
を
か
け
た
梛
野
課
長
・
竹
内
補
佐
・
担
当
の
鈴
村
氏
を
は
じ
め

企
画
課
の
皆
さ
ん
と
、
刈
谷
高
速
印
刷
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
昭
和
57
年
11
月
3
日

執
　
筆

　
者

　
一

　
同



阿

久

比

の

昔

話

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
三
日
発
行

発 

行
　
　 

阿
　
　
久

　
　
比

　
　
町

愛
知
県
知
多
郡
阿
久
比
町

大
字
卯
坂
字
殿
越
五
〇

編 

集
　
　 

阿

久

比

町

企

画

課

代
表  

　
梛

　
野

　
三

　
彦

印 

刷
　
　 

株
式
会
社

　
刈
谷
高
速
印
刷


